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平成31年度

A

平成30年度

B

増減額

A － B ＝ C

前年度比

C ／B（％）

一般会計　　　　（イ） 111,550,000 113,480,000 △ 1,930,000 △ 1.7

特

別

会

計

国民健康保険事業 34,740,900 35,416,800 △ 675,900 △ 1.9
後期高齢者医療事業 4,420,200 4,272,000 148,200 3.5
歯科診療事業 81,600 81,100 500 0.6
介護保険事業 23,673,900 22,257,700 1,416,200 6.4
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 85,000 86,500 △ 1,500 △ 1.7
川越駅東口公共地下駐車場事業 135,500 134,100 1,400 1.0
農業集落排水事業 147,300 148,000 △ 700 △ 0.5

企業会計
水道事業 10,106,248 9,559,777 546,471 5.7
公共下水道事業 9,264,778 9,114,827 149,951 1.6

特別会計の小計　　　（ロ） 82,655,426 81,070,804 1,584,622 2.0

総計　（イ＋ロ） 194,205,426 194,550,804 △ 345,378 △ 0.2

会計別当初予算 （単位は千円、△は減を表します）
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川越市長　川合善明
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■歳入用語解説

自 主財源…市税など、市が自
主的に確保できる財源

依 存財源…国の決定に基づい
て交付される国庫支出金
や、市の借金である市債な
どの財源

そ の他…地方消費税交付金、
地方交付税、地方譲与税、
地方特例交付金、株式等譲
渡所得割交付金、配当割交
付金、自動車取得税交付金、
利子割交付金、環境性能割
交付金、ゴルフ場利用税交
付金、交通安全対策特別交
付金

平成31年度一般会計予算を年収500万円の家庭の収入・支出に例えてみると
＊支出の義務的経費と投資的経費は、表では「義務」「投資」と表記しています。

収入（歳入） 予算（円） 構成比（％）

自

主

財

源

給与（市税） 2,575,000 51.5 
パート収入（諸収入など） 310,000 6.2 
貯金を下ろす（繰入金） 150,000 3.0 
前年の繰り越し（繰越金） 65,000 1.3 

依

存

財

源

親からの仕送り①（国庫支出金） 840,000 16.8 
借金（市債） 335,000 6.7 
親からの仕送り②（県支出金） 310,000 6.2 
親からの仕送り③（その他） 415,000 8.3 

計 5,000,000 100.0

支出（歳出：性質別） 予算（円） 構成比（％）

義
務

医療費・保育料など（扶助費） 1,395,000 27.9 
食費（人件費） 960,000 19.2 
借金返済（公債費） 480,000 9.6 

投
資 家の増改築（普通建設事業費など） 465,000 9.3 

そ
の
他

公共料金など（物件費） 760,000 15.2 
子に仕送り（繰出金） 630,000 12.6 
自治会費など（補助費等） 260,000 5.2 
その他 50,000 1.0 

計 5,000,000 100.0

　給与収入が最も多く、親からの仕送り、借金が
続きます。自主財源の収入全体に対する割合は、
前年度から1.0% 増え62.0% となりました。

収入
　医療費・保育料、食費に続き、公共料金などの割
合が多くを占めます。義務的経費の歳出全体に対す
る割合は、前年度から2.4%増え56.7%となりました。

支出

一般会計歳入の構成

自主財源
（62.0％）

依存財源
（38.0％） 575億円

（51.5％）

575億円

（51.5％）

市税市税

（3.0％）34億円（3.0％）繰入金繰入金

（2.5％）28億円（2.5％）諸収入諸収入

（2.1％）23億円（2.1％）使用料及び手数料使用料及び手数料（1.3％）15億円（1.3％）繰越金繰越金

（1.1％）12億円（1.1％）

分担金及び負担金分担金及び負担金

（0.5％）6億円（0.5％）財産収入財産収入

（0.0％）0億円（0.0％）寄附金寄附金

187億円（16.8％）187億円（16.8％）

国庫支出金国庫支出金

74億円（6.7％）74億円（6.7％）市債市債

（8.3％）92億円（8.3％）

69億円（6.2％）69億円（6.2％）県支出金県支出金

その他その他

一般会計歳出の構成（性質別）

0億円（0.0％）0億円（0.0％）

災害復旧事業費災害復旧事業費

義務的経費
（56.7％）

投資的経費
（9.3％）

その他
（34.0％）物件費物件費

170億円（15.2％）170億円（15.2％）

311億円（27.9％）311億円（27.9％）

扶助費扶助費

214億円（19.2％）214億円（19.2％）

人件費人件費

107億円（9.6％）107億円（9.6％）公債費公債費

140億円（12.6％）140億円（12.6％）繰出金繰出金

8億円（0.7％）8億円（0.7％）維持補修費維持補修費

（0.1％）1億円（0.1％）積立金積立金
1億円（0.1％）1億円（0.1％）貸付金貸付金

（0.1％）1億円（0.1％）予備費予備費58億円（5.2％）58億円（5.2％）補助費等補助費等

104億円（9.3％）104億円（9.3％）

普通建設事業費普通建設事業費

■歳出用語解説

義 務的経費…支出が義務
付けられ、任意に削減
できない経費

投 資的経費…将来にわた
り使用する道路などの
社会資本を整備するた
めに使われる経費

そ の他…物件費、繰出金、
補助費等、維持補修費、
積立金、貸付金、予備
費
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■公衆無線 LAN 整備 160万8千円

■ボランティアガイド育成 5万円

■新高沢橋トイレ改修 1,500万円

■新 DMO 川越 4,189万5千円

　（一社）DMO 川越が行う事業と本市観光行政との連携
を図りつつ、運営補助を行う。

土木費 83億7,947万5千円

■新ブロック塀撤去補助 500万円

　道路に面し、倒壊の可能性のある危険なブロック塀等
について、撤去費用の一部を補助する。
■市道0074号線整備 5,660万円

　東京2020オリンピックのゴルフ競技会場へのアクセ
ス向上および円滑な大会運営のため、市道0074号線を
整備する。
■新笠幡歩道橋補修工事 4,000万円

■川越駅東口駅前広場改修 8億150万円

　駅利用者の安全性の確保と利便性の向上を図るため、
川越駅東口駅前広場の改修工事を行う。
■新公開用監視カメラ設置 357万2千円

　水位状況等の画像をより分かりやすく市民の皆さんな
どへ提供するため、新たに公開用監視カメラを設置する。
■下小坂樋管周辺内水対策 2,280万円

■久保川改修 1億6,995万円

　久保川の治水安全度の向上を図るため、河川改修に伴
う業務委託および工事等を実施する。
■笠幡駅周辺整備 1億8,244万3千円

　東京2020オリンピックに向けて、歩行者の安全確保
のため、笠幡駅前広場に接続する県道の交差点改良を実
施する。
■新歴史的地区環境整備街路（立門前線） 4,020万3千円

　立門前線沿道の歴史的建造物や活性化に寄与する施設
と一体的に整備するため、立門前線の美装化工事を実施
する。
■歩道美装化工事（脇田町） 4,000万円

■新喜多院外堀通り線整備 4,000万円

　観光客などの回遊性の向上を図るため、歴史的町並み
に調和した道路美装化工事を実施する。
■新芳野台南公園テニスコート改修工事 5,800万円

■新初雁公園基本設計 923万9千円

　初雁公園につい
て、川越城

じょう

址
し

に位
置する公園として
歴史的遺産を活用
した川越市の歴史
拠点、観光拠点と
して整備する。

■新内水対策基本計画に基づく施設検討業務 2,000万円

　平成29年度台風第21号により発生した内水浸水被害
の防止対策として、江川流域都市下水路の内水対策実施
計画を策定する。
■川越駅西口歩行者用デッキ延伸 7億4,760万円

消防費 50億8,282万9千円

■新避難所開設・運営訓練業務 308万8千円

　災害時の地域防災力向上および本市の災害対応能力
の向上を図るため、自治会長および避難所担当職員を
対象に、避難所開設・運営実働訓練を実施する。
■防災行政無線デジタル化整備 3億7,480万円

　災害時における通信手段の確保とデータ通信機能の
向上や難聴地域の改善等を図るため、防災行政無線の
デジタル化整備を行う。

教育費 118億8,230万4千円

■新統合型校務支援システム導入 482万5千円

　「教職員の校務負担軽減」「教育の質的向上」「教職員
間の情報共有の促進」等を図るため、統合型校務支援シ
ステムを導入する。
■新あけぼの・ひかり児童園の旧園舎活用

 1,324万6千円

　教育センター分室で実施している教育相談や就学相談
の一部を、あけぼの・ひかり児童園の旧園舎で実施する
ため、改修工事を行う。
■タブレット端末導入および校内 LAN 敷設

 2億797万2千円

　ICT を活用した授業実践を行うため、タブレット端末
の導入および校内無線 LAN の整備を行う。
■市立川越高等学校職員室等空調設備改修工事

 3,000万円

■学童保育室整備 4,547万9千円

　保育環境の改善
を図るため、入室
児童数の増加に伴
い、狭

きょう

隘
あい

化してい
る施設を整備する
とともに、老朽化
が著しい施設の改
修等を行う。
■新第2期河越館跡保存活用整備 4億8,315万1千円

　国指定史跡河越館跡の保存・活用のため、史跡範囲内
の用地を取得する。

その他 109億6,778万4千円

　災害復旧費・公債費・諸支出金・予備費。完成イメージ図完成イメージ図

いきます 一般会計の主な事業と予算額（目的別）
＊　＝新規事業■新



議会費 6億6,011万円

総務費 112億5,282万1千円

■新庁舎非常用発電設備改修工事設計業務 1,000万円

　大規模災害時の対策のため、本庁舎の非常用発電設備
改修工事の設計を行う。
■大会機運醸成事業 1,143万7千円

■オリンピックコンサート 1,016万6千円

■デマンド型交通事業 2,492万3千円

　交通空白地域における市民の皆さんの移動を支援する
ため、地域の特性に合った持続的に運行可能な交通を導
入する。
■美術館特別展の開催 2,811万円

　美術館に対する市民の皆さんの関心と期待が高まる
中、さらに親しまれる美術館にするため、引き続き質の
高い展覧会を実施する。
■新武道館耐震改修 2億4,000万円

　武道館の長寿命化を図るため、耐震補強工事および老
朽化した設備等の改修工事を実施する。

民生費 499億7,905万2千円
■生活困窮者学習・生活支援事業 1,320万円

■新空調熱源更新工事 1億4,531万円

　安定的な施設運営を確保するため、オアシスの空調機
器を更新する。
■新手話言語条例周知啓発事業  63万4千円

　手話言語条例の施行を広く市民の皆さんに周知して、
手話に対する理解および手話の普及を促進する。
■新子ども・子育て支援事業計画策定業務 450万円

■民間保育所等整備 12億4,927万8千円

■南古谷保育園新園舎整備 3億8,895万1千円

■新児童発達支援センター運営管理 1億3,886万4千円

　児童発達支援センタ
ーの利用者が安全かつ
安心して利用できるよ
う、施設および設備の
維持管理ならびに円滑
な運営のための体制整
備等を行う。
■新子育て安心施設建設に係る建設工事 9,290万円

　川越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けら
れている子育て安心施設の建設工事を、平成31年度か
ら3か年継続事業として実施する。
■新子育て安心施設建設に係る用地取得 7億4,854万円

　川越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けら
れている子育て安心施設を整備するため、事業用地を取
得する。

衛生費 114億9,540万8千円

■新妊娠を希望する女性等への風しん予防接種

 355万3千円

　妊娠を希望する女性などのうち十分な免疫を保有して
いない方を対象に、風しんの予防接種費用の一部を助成
する。
■新成人男性の風しん抗体検査・予防接種

 6,692万4千円

　昭和37年4月2日から昭和54年4月1日の間に生まれ
た男性を対象に、3年間の時限措置として、風しんの抗
体検査および定期予防接種を実施する。
■新健康かわごえ推進プラン策定 573万7千円

■新東清掃センター大規模改修 2億3,090万円

　老朽化した東清掃
センターを、今後、
長期的に稼働させる
ため、大規模改修工
事を平成31年度か
ら3か年継続事業と
して実施する。

労働費 1億7,408万円

■就労支援事業 1,059万円7千円

　求職者を支援するため、就労支援の拠点である「川越
しごと支援センター」で、しごと相談や就労支援セミナ
ー等を行う。

農林水産業費 7億2,524万8千円

■農業ふれあいセンター改修実施設計 2,700万円

■新鴨田ふれあい農園整備工事 7,000万円

　農業体験事業の参加者
数の増加や市民農園の利
用者数の増加を図るた
め、農業ふれあいセンタ
ーの北側に位置する体験
農園および市民農園の拡
張整備等を行う。
■新産地パワーアップ事業費補助金 6,910万円

　水田・畑作・野菜・果樹などの産地が創意工夫を生か
し、地域の営農戦略に基づいて実施する産地の高収益化
に向けた取り組みを支援する。

商工費 9億5,088万9千円

■新（仮称）事業承継支援補助金 120万円

　後継者不足による事業所の減少への対策として、事業
承継をする方が行う店舗改修に要する費用の一部を補助
する。
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児童発達支援センター玄関ホール児童発達支援センター玄関ホール

今年度は、このような事業を行って

東清掃センター東清掃センター

鴨田ふれあい農園鴨田ふれあい農園
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国
保
は
勤
め
先
の
健
康
保
険
と
比
べ

「
高
齢
者
の
割
合
が
大
き
く
、
医
療
費
水
準

が
高
い
」
「
退
職
後
に
加
入
す
る
な
ど
の

た
め
低
所
得
者
が
多
く
、
必
要
な
保
険
税

の
確
保
が
難
し
い
」
と
い
っ
た
問
題
を
抱

え
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
度
に
国
保

制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
、
国
か
ら
の
財
政

支
援
が
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都
道
府

県
が
市
町
村
と
共
に
共
同
保
険
者
と
な

り
、
国
保
の
財
政
運
営
を
担
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
保
財
政
は
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
独

立
し
た
特
別
会
計
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
国
保
加
入
者
の
減
少
に
よ
り
、

国
保
税
収
入
が
減
少
す
る
中
（
グ
ラ
フ

①
）
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度

化
に
よ
り
1
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
②
）
。
こ

の
た
め
、
国
保
特
別
会
計
の
実
質
的
な
収

支
は
赤
字
が
続
き
、
歳
入
の
不
足
分
は
一

般
会
計
か
ら
の
法
令
等
に
基
づ
か
な
い
繰

入
金
（
法
定
外
繰
入
金
）
で
賄
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
今
年
度
の
当
初
予
算
（
グ
ラ
フ

③
）
で
も
、
約
9
億
6
千
万
円
の
法
定
外

ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
30
年
3
月
に
「
川

越
市
国
民
健
康
保
険
赤
字
解
消
・
削
減
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

計
画
上
の
取
り
組
み
を
行
わ
な
か
っ
た
場

合
の
解
消
・
削
減
す
べ
き
赤
字
額
を
、
計

画
期
間
の
平
成
30
年
度
か
ら
6
年
間
で
、

単
年
度
の
平
均
で
は
年
間
約
15
億
円
、
令

和
5
年
度
に
は
約
17
億
円
に
上
る
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
赤
字
削
減
の
目
標
額
は
、
加
入
者
へ

の
負
担
が
急
激
に
な
ら
な
い
よ
う
、
令
和

５
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
中
に
11
億
円
と

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
保
険
税
設
定
の

見
直
し
で
は
、
9
億
円
の
赤
字
削
減
を
3

回
に
分
け
て
行
う
こ
と
と
し
、
今
年
度
に

つ
い
て
は
約
3
億
円
の
赤
字
の
削
減
を
見

込
み
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
内
容
で
税
率
等
を

改
定
し
ま
し
た
。

繰
入
金
を
計
上
し
て
い
て
、
今
後
も
厳
し

い
財
政
運
営
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
国
保
の
都
道
府
県
化
に
伴
い
、
赤
字
市

町
村
は
、
都
道
府
県
の
国
保
運
営
方
針
に

基
づ
い
て
赤
字
解
消
・
削
減
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ

国
民
健
康
保
険
の
現
状

● 

国
保
運
営
の
広
域
化
（
都
道
府
県
化
） 

●

● 

川
越
市
の
国
保
財
政
の
状
況 

●

● 

赤
字
解
消
・
削
減
に
向
け
て 

●

国
民
健
康
保
険
課

L
2
2
4
︲
5
8
3
3

O
2
2
4
︲
7
3
1
8

こ
れ
か
ら
も
国
保
を
安
定
し
て
運
営
す
る
た
め
に

～ 
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を
改
定
し
ま
し
た 
～

（億円）

350

300

250

③今年度の歳入・歳出（予算額）の内訳

国民健康保険税
69億7,962万9千円

（20.1％）

国民健康保険税
69億7,962万9千円

（20.1％）

法定繰入金 16億4,174万7千円（4.7％）法定繰入金 16億4,174万7千円（4.7％）

法定外繰入金 9億6,026万7千円（2.8％）法定外繰入金 9億6,026万7千円（2.8％）

繰越金 6億円（1.7％）繰越金 6億円（1.7％）

その他 1億5,350万2千円（0.4％）その他 1億5,350万2千円（0.4％）

保健事業費 4億8,615万2千円（1.4％）保健事業費 4億8,615万2千円（1.4％）

その他 5億9,555万3千円（1.7％）その他 5億9,555万3千円（1.7％）

国保事業費納付金
94億9,975万6千円

（27.4％）

国保事業費納付金
94億9,975万6千円

（27.4％）

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
財
政
運
営
の
健
全
化
の
た
め
、
保
険
税
率
等
を
見
直
す
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化
や

収
納
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
、
皆
さ
ん
が
健
康
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
健
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

50

0

保険給付費
241億5,943万9千円

（69.5％）

保険給付費
241億5,943万9千円

（69.5％）

保険給付費等交付金
244億575万5千円

（70.3％）

保険給付費等交付金
244億575万5千円

（70.3％）

歳出
347億4,090万円

歳入
347億4,090万円

①国保税収納額と加入者数の推移

H29H28H27H26H25H25

90

75

国
保
税
収
納
額

（億円）

H26 H27 H28 H29

85

80

70

65

90

75

80

85

100

国
保
加
入
者
数

（千人）

95

②医療費（保険給付費）の推移

H25

270

240

医
療
費
総
額

（億円）

H26 H27 H28 H29

260

250

230

220

270

240

250

260

290

1
人
当
た
り

（千円）

280
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● 平成31年度からの保険税率 ●

　国保税は、医療保険分、後期高齢者支援金等分、介護保険分の3つの区分ごとに求めた合算額が年税額となり、

世帯主が納税義務者となります。それぞれの区分は、前年中の所得に基づいて計算する所得割額と、1人当た

り定額の均等割額から構成されます。また、区分ごとに課税額が上限となる課税限度額があります。

区分ごとの計算式（所得割額と均等割額を合計し、100円未満を切り捨て）

所得割額…（総所得金額等－基礎控除額33万円）×所得割税率（加入者ごとに計算し、世帯で合算）

均等割額…均等割額×国保加入者の人数（世帯で合算）

区分 平成30年度 平成31年度 差

医療保険分
所得割税率 7.35% 7.35% ―
均等割額（１人当たり） 21,800円 23,300円 1,500円
課税限度額（１世帯当たり） 54万円 58万円 4万円

後期高齢者支援金等分
所得割税率 2.20% 2.20% ―
均等割額（１人当たり） 6,400円 7,300円 900円
課税限度額（１世帯当たり） 19万円 19万円 ―

介護保険分
（40～64歳までの方が
対象）

所得割税率 1.40% 2.00% 0.60%
均等割額（１人当たり） 9,000円 10,200円 1,200円
課税限度額（１世帯当たり） 16万円 16万円 ―

● 均等割額の軽減額の拡充 ●

　世帯（世帯主および国保から後期高齢者医療

制度に移行した方を含む）の総所得金額等が基

準所得以下の場合、国保税の均等割額を７割、

５割または２割軽減します。均等割額の改定に

伴い、軽減額を右表のとおり引き上げます。

　なお、軽減を受けるための申請は不要ですが、世帯に前年所得の申告がない方がいると軽減を受けられませ

ん。所得がない場合や遺族年金・障害年金等の非課税所得のみの場合も所得の申告をお願いします。

＊1　33万円＋国保加入者等の人数×28万円（平成30年度は27万5千円） 以下。

＊2　33万円＋国保加入者等の人数×51万円（平成30年度は50万円） 以下。

軽減割合（基準所得）
均等割額の軽減額（３区分の合計・年税額）

平成30年度 平成31年度 差額

７割軽減（33万円以下） 26,040円 28,560円 2,520円

５割軽減　＊1 18,600円 20,400円 1,800円

２割軽減　＊2 7,440円 8,160円 720円

モデルケース
介護保険

分の有無
平成30年度 平成31年度 差額

①1人世帯（68歳単身） 
・年金収入120万円（所得0円）

無
8,400円

（均等割7割軽減）
9,000円

（均等割7割軽減）
600円

②2人世帯（68歳夫婦）
・世帯主 年金収入200万円（所得80万円）
・配偶者 年金収入60万円（所得0円）

無
73,000円

（均等割5割軽減）
75,400円

（均等割5割軽減）
2,400円

③3人世帯（45歳夫婦、中学生）
・世帯主のみ給与収入300万円（所得192万円）

有（2人） 276,500円 295,700円 19,200円

● モデルケースでの年間国保税額の試算 ●

＊平成31年度の具体的な税額は、7月中旬に国保加入世帯の世帯主へ発送する国民健康保険税納税通知書をご

確認ください。

保 険 税 率 等 の 改 定 内 容

● 県内他市の税率等との比較 ●

　所得割額と均等割額によって課税する方式を採用する県

内24市で比較すると、所得割の税率は上位から中位に、均

等割額では中位から下位に位置します（右表）。

　上表のとおり、3区分の均等割額を引き上げるとともに、

介護保険分は、対象者の介護保険料の納入に充てられる性

質上、重点的に赤字を削減する必要があるため、所得割額についても引き上げを行いました。

区分 所得割税率 均等割額

医療保険分 10位（中位） 18位（下位）
後期高齢者支援金等分 9位（中位） 21位（下位）
介護保険分 5位（上位） 14位（中位）
＊高い方から8位までを上位、9～16位を中位、17位以下を

下位としました。

＊ 表 は、 年 度（4月 か

ら翌年3月まで）ごと

の年税額です。年度の

途中に加入・脱退等の

異動があった場合に

は、月末の加入状況に

より月割計算を行いま

す。
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か
ら
所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
医
療
費

控
除
の
申
告
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
12
月
診
療
分
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
等
か
ら
情
報
が
到
着

し
て
い
る
も
の
に
限
り
、
確
定
申
告
期
限

に
間
に
合
う
よ
う
、
３
月
上
旬
に
送
付
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
新
薬
（
先

発
医
薬
品
）
の
特
許
が
過
ぎ
た
後
、
新
薬

と
同
じ
有
効
成
分
で
製
造
し
た
薬
の
こ
と

で
、
新
薬
に
比
べ
て
安
価
で
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
品
質
・
有
効
性
・
安

全
性
は
新
薬
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
国
保
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
被
保
険
者
証

の
一
斉
更
新
時
に
左
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー

ル
を
同
封
し
て

い
る
ほ
か
、
年

に
２
回
、
ど
の

程
度
自
己
負
担

が
軽
く
な
る
か

を
お
知
ら
せ
す

る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
利
用

差
額
通
知
を
対

象
の
方
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
と
は
診

療
報
酬
点
数
表
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
か

ら
市
な
ど
の
保
険
者
に
請
求
さ
れ
る
明
細

書
で
す
。
レ
セ
プ
ト
点
検
で
は
「
傷
病
と

投
薬
内
容
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
」

等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
点
検
に
よ
り
過

剰
請
求
や
重
複
請
求
等
を
防
ぎ
、
医
療
費

の
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
等
の
第
三
者
行
為
に

よ
っ
て
生
じ
た
疑
い
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
を

抽
出
し
、
医
療
機
関
等
お
よ
び
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
確
認
し
、
第
三
者
求
償
へ
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　
市
の
国
保
で
は
、
医
療
費
や
健
康
管
理

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

国
保
で
受
診
し
た
医
療
費
の
額
等
を
記
載

し
た
医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）

を
下
表
の
日

程
で
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
通
知
内
容

を
確
認
す
る

こ
と
で
、
医

療
費
の
誤
請
求
を
防
止
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
医
療
費
通
知
は
、
平
成
30
年
分

受診月 送付月

1～3月 6月

4・5月 8月

6・7月 10月

8・9月 12月

10・11月 2月

12月 3月

医
療
費
の
適
正
化
を
進
め
る
た
め
に

● 

レ
セ
プ
ト
点
検
強
化 

●

● 

医
療
費
通
知
の
取
り
組
み 

●

● 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
推
進 

●

　
７
ペ
ー
ジ
の
均
等
割
額
の
軽
減
制
度
の

ほ
か
、
申
請
に
よ
り
国
保
税
の
減
免
・
軽

減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
病
気
や
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ

り
納
付
が
困
難
な
場
合
の
減
免
制
度
で

す
。
対
象
税
額
は
、
申
請
時
に
納
期
限
を

過
ぎ
て
い
な
い
税
額
の
う
ち
、
所
得
の
減

少
割
合
等
に
応
じ
、
所
得
割
額
（
③
は
均

等
割
額
お
よ
び
所
得
割
額
）
の
一
定
割
合

で
す
。
対
象
は
、
次
の
①
か
ら
④
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

① 

病
気
や
障
害
な
ど
に
よ
り
仕
事
が
で
き

な
く
な
り
、
世
帯
の
所
得
が
前
年
と
比

べ
て
大
幅
に
減
少
す
る
見
込
み
の
世
帯

② 

火
災
や
水
害
に
よ
り
、
居
住
す
る
家
屋

に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
世
帯

③ 

収
入
が
著
し
く
少
な
く
、
生
活
保
護
が

決
定
ま
た
は
世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護

基
準
に
準
ず
る
世
帯
（
均
等
割
額
の
軽

減
が
適
用
と
な
る
世
帯
や
預
貯
金
残
高

が
一
定
基
準
以
上
あ
る
世
帯
を
除
く
）

④ 

会
社
の
都
合
で
解
雇
さ
れ
、
世
帯
の
所

得
が
前
年
と
比
べ
て
大
幅
に
減
少
す
る

見
込
み
の
世
帯
（
非
自
発
的
失
業
者
の

軽
減
が
優
先
さ
れ
ま
す
）

　
解
雇
や
倒
産
等
を
理
由
に
離
職
し
た
方

の
前
年
の
給
与
所
得
を
30
％
と
み
な
し
て

所
得
割
額
を
計
算
し
ま
す
。
対
象
は
、
次

の
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
退
職
時
の
年
齢
が
65
歳
未
満
の
方

② 

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
け
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
の
離
職
理

由
コ
ー
ド
が
次
の
い
ず
れ
か
の
方

解 

雇
・
倒
産
等
…
11
・
12
・
21
・
22
・

31
・
32
　

雇
い
止
め
等
…
23
・
33
・
34

　
勤
め
先
の
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
65
歳
以
上
の
方
（
旧
被

扶
養
者
）
が
国
保
に
加
入
し
た
場
合
、
均

等
割
額
の
半
額
と
、
所
得
割
額
の
全
額
が

減
免
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
減
免
制
度
は
、
国
保
の
資
格
取
得

か
ら
原
則
2
年
間
が
対
象
で
す
が
、
国
に

よ
っ
て
、
当
面
の
間
、
2
年
経
過
後
も
減

免
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
、
均
等
割
額
の
減
免
期
間
が
原
則
ど
お

り
資
格
取
得
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

＊
前
年
度
ま
で
に
減
免
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
均
等
割
額
の
軽
減
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

国
保
税
の
減
免
・
軽
減

旧
被
扶
養
者
の
均
等
割
の

減
免
期
間
が
2
年
間
に
な
り
ま
す

● 
 

●

● 

非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
制
度 

●

● 

国
保
税
の
減
免
制
度 

●

埼 玉 県
国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　●●年●●月●●日

記号 ●●● 番号 ●●●

氏名
性別 ●

住所 川越市●●町●●●番地●●

保険者番号　　●●●●●● 交付者名　川越市

適用開始年月日

交付年月日

生年月日

世帯主氏名

●● ●●

●● ●●

●●年●●月●●日

●●年●●月●●日

●●年●●月●●日

お薬手帳などに貼るシール（右）と、被保険者証などに貼

ることができる小さめのシール（左）の2種類があります
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市
の
国
保
で
は
、
加
入
者
の
健
康
の
保

持
増
進
と
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、
メ

タ
ボ
対
策
と
し
て
の
健
康
診
査
や
保
健
指

導
、
各
種
保
健
事
業
・
助
成
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
課
管
理

保
健
担
当

L
2
2
4
︲
6
1
4
7
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
毎
日
を
健
康
的
に
過
ご
し
た
い
と
い
う

願
い
は
、
誰
も
が
思
う
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
の
が
健
診

で
す
。
市
の
国
保
で
も
40
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
3
つ

の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
い
て
、
市
内
の
96

の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
胃
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
等
、
一
部
の
が
ん

検
診
と
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
機

関
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
、
市
の
国
保
の
特
定
健
診

受
診
率
は
、
41
・
4
％
で
し
た
（
グ
ラ
フ

④
）
。
地
区
別
の
受
診
率
は
、
高
い
地
区

で
は
51
・
1
％
で
す
が
、
低
い
地
区
で
は

36
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
⑤
）
。

市
で
は
、
グ
ラ
フ
④
の
と
お
り
受
診
率
を

向
上
さ
せ
、
国
の
目
標
値
で
あ
る
60
％
を

目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
6
月
1
日
㈯
か
ら
特
定
健
診
が

始
ま
り
ま
す
。
土
・
日
曜
日
も
実
施
し
て

等
を
会
場
に
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
等

の
専
門
職
が
行
う
相
談
や
運
動
教
室
も
行

っ
て
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
相
談
は

3
か
月
間
に
2
回
程
度
、
運
動
教
室
は
約

4
か
月
間
、
月
に
１
回
か
ら
２
回
実
施
し

ま
す
。
ど
ち
ら
も
体
重
が
減
っ
た
り
血
圧

が
下
が
っ
た
り
す
る
な
ど
、
効
果
が
表
れ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
昨
年
度
の
利
用
券

が
届
い
て
い
る
方
は
、
特
定
保
健
指
導
を

受
け
て
、
前
回
の
結
果
を
改
善
し
て
か
ら
、

今
年
の
特
定
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
市
の
国
保
で
は
、
糖
尿
病
が
重
症
化
し

て
人
工
透
析
へ
移
行
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
が
重
症
化

す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
医
療

機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
の
治
療
中
で
か
か
り
つ
け

医
が
必
要
と
認
め
た
方
に
は
、
専
門
職
に

よ
る
保
健
指
導
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
国
保
加
入
者
の
う
ち
、
40
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
脳
ド
ッ
ク
の
費
用
や
、
特
定

健
診
を
受
け
ず
に
自
費
で
受
け
た
人
間
ド

ッ
ク
等
の
費
用
を
、
一
部
助
成
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

い
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
受
け

て
い
る
方
も
、
今
ま
で
受
け
て
い
な
い
方

も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
い
る
の
で
特
定
健
診
は
受

け
な
い
と
い
う
方
も
、
年
に
一
度
は
体
全

体
を
確
認
す
る
機
会
と
し
て
、
主
治
医
と

相
談
の
上
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
生
活
習
慣
病
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
は
特
定
保
健
指

導
利
用
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
特
定
保

健
指
導
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の

で
、
16
か
所
の
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て

● 

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！ 

●

● 

特
定
保
健
指
導
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

●

● 

糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化
を
予
防 

●

● 

脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成 

●

（％）

44

④特定健診受診率の推移と今後の目標

H30

40.940.9

40.740.7

41.441.4
43

42

41

40

H31H27 H28 H29 R2

60

46

45

4242

4444

4646

60

実績実績 目標値

＊
川
鶴
地
区
は
、
霞
ケ
関
地
区
・
名
細
地
区
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤特定健診受診率の推移（地区別）

本
庁

山
田

名
細

霞
ケ
関
北

高
階

南
古
谷

古
谷

芳
野

霞
ケ
関

大
東

福
原

3530 40 45 50

42.0
41.3
41.6

39.2
38.3
36.9

38.6
38.1
39.9

38.6
37.6
37.2

36.4
36.7
37.2

39.1
37.2
36.4

40.2
39.2
40.7

44.4
43.4
44.0

51.1
49.8
50.3

46.7
45.7
46.2

38.3
39.2
38.7

平成29年度

平成28年度

平成27年度

国の目標値
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川
越
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日
＝
4
月
14
日
㈰
▼
投
票
日
＝
4
月
21
日
㈰ 

投
票
時
間
＝
午
前
7
時
～
午
後
8
時

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

L
2
2
4
‐
6
1
2
0

O
2
2
6
‐
7
7
1
3

投
票
で
き
る
方

　
投
票
で
き
る
の
は
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
で
す
。
た
だ
し
、
投
票
す
る
前
に
市

外
へ
転
出
し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

（
表
１
参
照
）
。

① 

平
成
13
年
4
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

日
本
国
民

② 

平
成
31
年
1
月
13
日
ま
で
に
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
選
挙
当
日
ま
で
引

き
続
き
市
内
に
居
住
し
、
川
越
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

投
票
所
入
場
整
理
券

　
入
場
整
理
券
は
告
示
日
以
降
、
封
書
で

郵
送
し
ま
す
。
4
月
17
日
㈬
ま
で
に
配
達

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
入
場
整
理
券
が
な
い
場
合
で
も
、

川
越
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
期
日
前
投
票
所
お
よ
び
投
票
日
に
指

定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
入
場
整
理
券
が
届
い
た
ら
、
記
載
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
封
筒
に
は
世
帯
全
員
の
入
場
整
理
券
が

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
投
票
所
に
は
本
人

の
入
場
整
理
券
だ
け
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

選
挙
公
報

　
立
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
な
ど
を
記
載

し
た
選
挙
公
報
は
、
4
月
19
日
㈮
ま
で
に

新
聞
朝
刊
（
朝
日
・
埼
玉
・
産
経
・
東
京
・

日
本
経
済
・
毎
日
・
読
売
）
に
折
り
込
み

ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

区
分

投
票
の
可
否

川
越
市
の
住

民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ

て
い
る
方

転
入

平
成
31
年
1
月
13
日
以
前
に
届
け
出
た
方

投
票
で
き
る

平
成
31
年
1
月
14
日
以
降
に
届
け
出
た
方

投
票
で
き
な
い

市
内
転
居

平
成
31
年
3
月
26
日
以
前
に
届
け
出
た
方

新
住
所
で
投
票

平
成
31
年
3
月
27
日
以
降
に
届
け
出
た
方

旧
住
所
で
投
票

投
票
す
る
前
に
市
外
へ
転
出
し
た
方

投
票
で
き
な
い

表
１
　
転
入
・
転
出
・
市
内
転
居
し
た
方
の
投
票

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
方

　
選
挙
公
報
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
同
事

務
局
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
一
度
連
絡
の

あ

っ

た

方

に

は
、
次
回
の
選

挙
以
降
も
郵
送

し
ま
す
（
市
外

転
出
し
た
場
合
を
除
く
）
。

■
視
覚
障
害
の
あ
る
方

　
選
挙
公
報
音
声
版
を
作
成
す
る
予
定
で

す
。
希
望
す
る
方
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、

同
事
務
局
に
住
所
・
氏
名
な
ど
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
一
度
連
絡
の
あ
っ
た
方
に
は
、
次
回
の

選
挙
以
降
も
郵
送
し
ま
す
（
市
外
転
出
し

た
場
合
を
除
く
）
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
可
能
な
方

　
告
示
日
以
降
、
準
備
が
整
い
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

＊
選
挙
公
報
の
掲
載
は
、
有
権
者
へ
の
啓

発
・
周
知
の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
選
挙
公
報
を

印
刷
し
て
、
不
特
定
多
数
の
者
に
配
布
す

る
な
ど
の
行
為
は
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

　
投
票
所
は
入
場
整
理
券
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。
投
票
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、

11
ペ
ー
ジ
の
図
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票
と
点
字
投
票

　
身
体
が
不
自
由
な
方
や
自
分
で
文
字
が

書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
係
員
が
本
人
に

代
わ
り
記
載
し
ま
す
。

　
ま
た
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
は
、
点
字

に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
投
票
所
で
係
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
18
歳
未
満
の
方
の
同
伴

　
投
票
所
に
は
18
歳
未
満
の
方
の
同
伴
が

可
能
で
す
。

　
た
だ
し
、
投
票
の
補
助
を
し
た
り
、
本

人
の
代
理
で
投
票
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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開
票
（
即
日
開
票
）

　
開
票
は
、
４
月
21
日
㈰
午
後
9
時
か
ら

川
越
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行
い
ま

す
。
開
票
速
報
は
、
総
合
体
育
館
正
面
玄

関
に
掲
示
し
ま
す
。

　
夜
間
に
及
ぶ
た
め
、
付
近
の
方
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
投
票
・
開
票
速
報

投 

票
速
報
…
4
月
21
日
㈰
午
前
9
時
～
午

後
9
時
30
分

会
場

日
時

本
庁
舎
7
階
7
A
会
議
室

4
月
15
日
㈪
～
20
日
㈯
午
前
8
時
30
分
～
午
後

8
時

南
公
民
館
（
ウ
ェ
ス
タ
川
越
1
階
）

4
月
17
日
㈬
～
20
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

8
時
30
分
（
20
日
㈯
は
午
後
7
時
ま
で
）

メ
ル
ト
（
西
文
化
会
館
）

4
月
17
日
㈬
～
20
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

7
時

高
階
市
民
セ
ン
タ
ー

4
月
17
日
㈬
～
20
日
㈯
午
前
9
時
30
分
～
午
後

7
時

表
2
　
期
日
前
投
票
の
日
程

＊
南
公
民
館
は
4
月
20
日
の
み
、
終
了
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
南
公
民
館
で
は
駐
車
券
は
発
券
し
ま
せ
ん
（
1
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
駐
車
料
金
無
料
）
。

④
記
載
台
で
候
補
者
1

人
の
氏
名
を
投
票
用
紙

に
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

⑥
以
上
で
終
了
で
す
。

投
票
済
証
を
希
望
さ
れ

る
方
は
係
員
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。
投
票

済
証
は
1
人
1
枚
の
み

で
、
投
票
所
を
出
て
か

ら
の
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

投
票
区

従
来
の
投
票
場
所

今
回
の
投
票
場
所

10

城
南
中
学
校
体
育
館

城
南
中
学
校
美
術
室

17

芳
野
中
学
校
体
育
館

芳
野
中
学
校
美
術
室

41

霞
ケ
関
中
学
校
体
育
館

霞
ケ
関
中
学
校
特
別
棟

投
票
場
所
の
変
更
に
つ
い
て

　
左
記
の
投
票
所
は
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
場
所
が
従
来
と
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑤
投
票
用
紙
を
投
票
箱

に
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。

開 

票
速
報
…
4
月
21
日
㈰
午
後
10
時
30
分

～
＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト

で
確
認
で
き
ま
す
。

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
へ

■
投
票
日
以
外
な
ら
市
内
で
投
票
可
能
な
方

　
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期

日
前
投
票
所
の
場
所
と
日
時
は
左
の
表
２

の
と
お
り
で
す
。
期
日
前
投
票
を
行
う
際

は
、
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
宣
誓

書
は
入
場
整
理
券
の
裏
面
の
ほ
か
、
期
日

前
投
票
所
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
市
外
に
長
期
滞
在
中
の
方

　
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
〒
3
5
0

‐
8
6
0
1
川
越
市
役
所
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
投

票
用
紙
等
を
滞
在
先
の
住
所
地
へ
郵
送
し

ま
す
の
で
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向
き
、
不
在

者
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
書
は
入
場
整
理
券
の
裏
面
の
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
必
要
事
項
を
満
た

し
て
い
れ
ば
書
式
を
用
い
な
く
て
も
請
求

可
能
で
す
。

＊
請
求
書
は
本
人
の
自
筆
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
は
請
求
で

き
ま
せ
ん
。
投
票
用
紙
の
郵
送
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

■
指
定
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方

　
不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
都
道
府
県
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
施

設
で
は
、
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
施
設
が
指
定
施
設
に
該
当
す
る
か
、

不
在
者
投
票
を
実
施
で
き
る
か
は
施
設
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
受
け
付
け
で
入
場
整

理
券
を
お
渡
し
く
だ
さ

い
。
入
場
整
理
券
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
係

員
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
代
理
投
票
ま
た
は

点
字
投
票
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
旨
お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

②
名
簿
と
の
照
合
を
行

い
ま
す
。
本
人
確
認
の

た
め
名
前
を
読
み
上
げ

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

③
投
票
用
紙
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

図
　
投
票
の
流
れ
（
イ
ラ
ス
ト
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）
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■
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

　
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
条
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
郵
送
で
の
投
票

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
投
票
が
可
能
な

方
で
、
さ
ら
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
に

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
代
理

人
に
記
載
し
て
も
ら
う
代
理
投
票
の
制
度

が
あ
り
ま
す
（
表
３
参
照
）
。

　
審
査
お
よ
び
証
明
書
の
発
行
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
申
請
は
選
挙
管
理
委
員

会
（
東
庁
舎
3
階
）
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
投
票
日
の
4
日
前
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
代
理

の
方
が
行
え
ま
す
が
、
申
請
書
に
は
本
人

の
自
筆
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
障
害
の

程
度
を
示
す
書
類
の
原
本
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
頒
布
解
禁

　
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
今
回
の
市

議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
候
補
者
は
選
挙
運

動
用
の
ビ
ラ
の
頒
布
が
可
能
で
す
。

郵
便
投
票

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
1
級
ま
た
は
2
級

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
1
級
ま
た
は
3
級

免
疫
・
肝
臓
1
級
～
3
級

戦 

傷
病
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹
で
特
別
項
症
～
第
2
項
症

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
で
特
別
項

症
～
第
3
項
症

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
5

代
理
記
載

郵
便
投
票
の
条
件
に
加
え
上
肢
・
視
覚
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
特
別

項
症
～
第
2
項
症

表
３
　
郵
便
投
票
お
よ
び
代
理
記
載
の
で
き
る
方

川
越
市
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た

事
業
計
画
課

L
2
2
3
︲
0
3
3
2

O
2
2
3
︲
3
0
7
8

　
上
下
水
道
局
で
は
、
市
の
上
下
水
道
事

業
が
今
後
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
経
営

課
題
に
対
す
る
施
策
等
を
示
す
た
め
、
平

成
31
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
川
越
市
上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
の
施
策
方
針
で

あ
る
「
安
全
」
「
循
環
」
「
強

き
ょ
う

靱じ
ん

」
「
持
続
」

に
基
づ
き
、
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
同
課
（
上
下
水
道
局

庁
舎
２
階
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
連
す
る
「
水

道
事
業
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
「
下

水
道
事
業
雨
水
管
理
総
合
計
画
」
「
下
水

道
事
業
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
概

要
版
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。生

ご
み
処
理
機
器
の
購
入
費
補
助

資
源
循
環
推
進
課

L
2
3
9
︲
6
2
6
7

O
2
3
9
︲
5
0
5
4

　
生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る
た
め
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し
よ
う
と

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
対
象

は
市
内
在
住
で
、
機
器
を
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方
で
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
、
購
入
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

　
受
け
付
け
は
先
着
順
で
、
定
数
に
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

■
対
象
の
機
器
と
補
助
額
等

① 

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
（
生
ご
み
処
理
容
器
）

＝
50
基

補 

助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
限
度

額
2
7
0
0
円
）

② 

Ｅ
Ｍ
容
器
（
室
内
用
バ
ケ
ツ
型
容
器
）
＝

10
基

補 
助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
限
度

額
1
8
0
0
円
。
容
器
の
み
対
象
）

③
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
等
＝
23
基

補 

助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1
（
限
度

額
1
万
8
0
0
0
円
）

＊
下
水
管
・
浄
化
槽
な
ど
に
接
続
し
、
直

接
排
水
す
る
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
で
き
る
基
数

コ 

ン
ポ
ス
ト
容
器
・
Ｅ
Ｍ
容
器
…
合
計
で

1
世
帯
2
基

＊
す
で
に
①
②
で
2
基
分
の
補
助
を
受
け

て
い
る
方
で
、
①
の
補
助
を
受
け
て
か
ら

10
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合
、
①
の
み
申

請
で
き
ま
す
。

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
等
…
1
世
帯
1
基

＊
過
去
に
③
の
補
助
を
受
け
た
方
、
①
②

と
合
わ
せ
て
の
補
助
や
、
過
去
5
年
間
に

①
②
の
補
助
を
受
け
た
方
は
、
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

受 

付
期
間
…
４
月
10
日
㈬
～
来
年
２
月
28

日
㈮

申 

し
込
み
…
印
鑑
を
持
参
し
、
直
接
同
課

（
つ
ば
さ
館
1
階
）
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

耐
震
診
断
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

の
お
知
ら
せ

建
築
指
導
課

L
2
2
4
︲
5
9
7
4

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

無
料
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
事
前
に
申
し
込
ま
れ
た
図
面
を
基
に
建

築
士
が
無
料
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
診
断

結
果
や
補
強
方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日 

時
…
5
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
4

時
会
場
…
南
公
民
館

対 

象
…
2
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅

申 

し
込
み
…
5
月
８
日
㈬
ま
で
に
建
物
図

面
を
直
接
同
課
（
本
庁
舎
5
階
）

耐
震
・
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
補
助

　
補
助
に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
後
、
交
付
決
定
ま
で
日
数
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
付
決
定
前
に
契
約

し
た
場
合
、
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
補
助
も
、
補
助
額
が
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。
補
助
額
等

詳
し
く
は
、
同
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物

に
お
け
る
有
料
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

工
事
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対 

象
…
2
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
・
兼

用
住
宅
・
長
屋
・
共
同
住
宅
▼
木
造
以

外
の
共
同
住
宅
▼
多
数
の
者
が
利
用
す

る
建
築
物

■
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
補
助

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
に
よ
る
健
康
被
害

予
防
の
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ
れ

て
い
る
恐
れ
が
あ
る
建
築
物
の
分
析
調
査

費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対 

象
…
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
て
い
る
可
能

性
の
あ
る
吹
き
付
け
建
材
の
分
析
調
査

無
料
簡
易
耐
震
診
断

　
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
無
料
の

簡
易
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
診
断
希
望
の
方
は
、
建
築
確
認
関
係
図

書
・
各
階
の
平
面
図
を
用
意
し
て
、
同
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
診
断
結
果
は
、
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対 

象
…
2
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等

導
入
補
助

環
境
政
策
課

L
2
2
4
︲
5
8
6
6

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　
個
人
の
住
宅
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
を
設
置
す
る
方
に
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
補
助
は
4
月
1
日
以
降
に
着
工
し
た
方

が
対
象
で
す
。
受
け
付
け
は
先
着
順
で
、

補
助
金
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

同
課
（
本
庁
舎
5
階
）
で
配
布
し
て
い
る
申

請
の
手
引
き
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受 

付
期
間
…
4
月
12
日
㈮
～
来
年
1
月
31

日
㈮

① 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
太
陽
電
池
の

最
大
出
力
4
kW
以
上
）

補 

助
額
…
1
件
当
た
り
4
万
円

②
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

補 

助
額
…
1
件
当
た
り
1
万
8
0
0
0
円

③
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

補 

助
額
…
1
件
当
た
り
5
万
円

④
蓄
電
池

補 

助
額
…
1
件
当
た
り
7
万
円

申 

し
込
み
…
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
同
課

（
郵
送
不
可
）

資源循環推進課L239－6267
O239－5054

ごみ処理とぴっくす

みんなで守ろう　きれいな集積所

　きちんと管理されている集積所が多い
中、時々ルール違反のごみ出しによって中
身が散乱している集積所があります。
　ごみ集積所は、利用する皆さんに管理を
お願いしています。一人ひとりがルールを
守り、きれいな集積所を目指しましょう。
● 正しく分別しましょう

　分別されていなかったり、品目が違った
りすると、ごみが集積所に残ってしまいます。
● ごみ出しは指定日の朝8時までに

　回収作業が終わった後に出されたごみは
収集できません。
● 前日夜のごみ出しは厳禁

　カラスや猫など、動物によるごみの散乱
や、火災などの原因になります。
● ごみネットの活用を

　ごみの飛散などを防止します。保管は畳
んで危険がないようにしましょう。
● 定期的に清掃をしましょう

　散乱したごみの放置は
臭気の原因に。暖かくな
ってくると臭気が強まり
ます。
＊ごみネットなど集積所については収集管
理課L239－5058O239－5059にお尋
ねください。
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■
健
康
ふ
れ
あ
い
入
浴
利
用
券

　

1
回
2
0
0
円
（
一
般
公
衆
浴
場
は
3
0
0
円
）
を
補

助
す
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
（
年
度
内
6
回
分
）
。
利
用

可
能
施
設
に
つ
い
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対
象
…
65
歳
以
上

■
シ
ニ
ア
銭
湯
デ
イ
26

　

毎
月
26
日
を
「
ふ
ろ
の
日
」
と
し
、
市
内
の
銭
湯
（
旭
湯
・

元
町
一
丁
目
）
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上

利 

用
方
法
…
銭
湯
に
備
え
付
け
の
「
シ
ニ
ア
銭
湯
デ
イ
26

利
用
券
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
番
台
に
提
出

■
敬
老
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

　

あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
、
は
り
、
き
ゅ
う
の
い

ず
れ
か
を
年
度
に
1
回
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

＊
利
用
券
は
、
対
象
者
へ
の
郵
送
か
ら
、
窓
口
で
の
申
請

に
変
わ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
3
月
25
日
発
行
の
広
報

川
越
№
1
4
3
5
・
９
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対 

象
…
70
歳
以
上
（
年
度
内
に
70
歳
に
達
す
る
方
を
含
む
）

■
市
内
循
環
バ
ス
（
川
越
シ
ャ
ト
ル
）
特
別
乗
車
証
の
交
付

　

割
引
運
賃
ま
た
は
無
料
で
乗
車
で
き
る
特
別
乗
車
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

対 

象
…
70
歳
以
上

経 

費
…
1
乗
車
1
0
0
円
（
90
歳
以
上
無
料
）

＊
障
害
の
あ
る
方
の
特
別
乗
車
証
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

福
祉
課

L
2
2
4
‐
5
7
8
5
O
2
2
5
‐
3
0
3
3
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

1
日
1
食
（
昼
食
ま
た
は
夕
食
分
）
、
週
4
食
ま
で
。
調

理
さ
れ
た
食
事
を
自
宅
に
届
け
、
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

対 

象
…
在
宅
で
、
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
疾
病
等
の
理
由

に
よ
り
調
理
や
買
い
物
が
困
難
な
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
を
満
た
す
65
歳
以
上
①
1
人
暮
ら
し
、
②
家
族
等
が

疾
病
、
就
労
等
の
理
由
で
食
事
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
困
難

経 

費
…
1
食
当
た
り
5
0
0
円

■
要
介
護
高
齢
者
手
当
の
支
給

　

申
請
月
か
ら
支
給
し
ま
す
。

対 
象
…
在
宅
で
要
介
護
3
～
5
の
65
歳
以
上
（
医
療
保
険

で
の
入
院
は
対
象
）

支 

給
額
…
月
額
8
0
0
0
円

■
紙
お
む
つ
の
給
付

　

月
額
5
0
0
0
円
の
範
囲
内
で
、
申
請
の
翌
月
か
ら

紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

対 

象
…
在
宅
の
要
介
護
1
～
5
で
、
常
時
失
禁
の
状
態
に

あ
り
、
排
せ
つ
の
介
助
が
必
要
な
65
歳
以
上
（
要
介
護

1
～
3
の
方
は
、
要
介
護
認
定
調
査
資
料
に
基
づ
き
、

受
給
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
）

■
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

理
・
美
容
師
が
高
齢
の
方
の
居
宅
を
訪
問
し
、
調
髪
や

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

対 

象
…
在
宅
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
、

理
髪
店
・
美
容
院
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
65
歳
以
上

経 

費
…
1
回
当
た
り
2
0
0
0
円

利 

用
回
数
…
年
度
内
最
大
4
回
（
申
請
月
に
よ
り
回
数
が

異
な
り
ま
す
）

■
消
防
局
へ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与

対 

象
…
1
人
暮
ら
し
（
8
時
間
以
上
1
人
に
な
る
方
等
を

含
む
）
な
ど
で
、
慢
性
疾
患
に

よ
り
常
時
注
意
を
要
し
、
使
用

で
き
る
電
話
が
あ
る
、
お
お
む

ね
65
歳
以
上

経 

費
…
1
人
暮
ら
し
の
方
は
無

料
。
8
時
間
以
上
1
人
に
な
る

方
等
の
世
帯
は
、
世
帯
の
所
得

状
況
に
よ
り
、
設
置
工
事
料
の

自
己
負
担
あ
り

＊
通
話
料
は
自
己
負
担
で
す
。

＊
申
請
の
翌
月
下
旬
に
設
置
し
ま
す
。

■
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

●
給
付
（
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報
器
・
電
磁
調
理
器
）

対 

象
…
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報
器
＝
在
宅
の
要
介
護
1

～
5
ま
た
は
1
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
▼
電
磁
調
理
器

＝
在
宅
で
1
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上

経 

費
…
生
計
中
心
者
の
所
得
状
況
に
よ
り
自
己
負
担
あ
り

●
貸
与
（
一
般
加
入
電
話
回
線
）

対 

象
…
1
人
暮
ら
し
で
市
民
税
所
得
割
が
非
課
税
、
か
つ

固
定
電
話
に
加
入
す
る
権
利
を
有
し
な
い
65
歳
以
上

＊
基
本
使
用
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

高
齢
の
方
の
生
き
が
い
・
生
活
を
支
援
し
ま
す

＊
全
て
の
対
象
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
す
。

高
齢
者
い
き
が
い
課

L
2
2
4
︲
5
8
0
9 

O
2
2
9
︲
4
3
8
2
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■
寝
具
乾
燥

　

定
期
的
に
市
の
委
託
業
者
が
、
自
宅
に
あ
る
寝
具
を
乾

燥
し
ま
す
。

対 

象
…
要
介
護
高
齢
者
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、
本
人
お

よ
び
同
居
者
の
市
民
税
所
得
割
額
が
非
課
税
の
方

■
家
族
介
護
慰
労
金

　

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
に
支
給
し
ま
す
。

対 

象
…
過
去
1
年
間
、
次
の
全
て

を
満
た
す
方
を
介
護
す
る
家
族

①
要
介
護
4
ま
た
は
5
が
継
続

し
て
い
る
、
②
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
、
③

同
一
世
帯
全
員
が
非
課
税
で
あ

る
＊
そ
の
他
、
入
院
等
の
要
件
あ
り
。

支
給
額
…
10
万
円

■
居
宅
改
善
費
助
成

　

手
す
り
設
置
や
段
差
解
消
な
ど
の
居
宅
改
善
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対 

象
…
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
で
、
本
人
お
よ
び
同
居
者
の
市

民
税
所
得
割
額
が
10
万
円
以
下
の
方

助 

成
額
…
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
（
上
限
15
万
円
）

＊
助
成
決
定
前
の
着
工
は
無
効
で
す
。

■
家
具
転
倒
防
止
器
具
等
取
付
費
助
成

　

家
具
転
倒
事
故
を
防
止
す
る
器
具
の
取
り
付
け
を
行
い

ま
す
。

対 

象
…
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
住
替
家
賃
の
助
成

　

家
主
の
都
合
に
よ
り
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
、
他
の
民

間
賃
貸
住
宅
に
転
居
す
る
方
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対 

象
…
次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら

し
ま
た
は
65
歳
以
上
の
方
を
含
む
60
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯
、
②
１
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、
生
活
保
護
を

受
給
し
て
い
な
い
、
③
生
計
中
心
者
の
市
民
税
所
得
割

が
非
課
税
の
方

助 

成
額
…
家
賃
助
成
金
と
し
て
転
居
前
と
転
居
後
の
家
賃

の
差
額
分
（
月
３
万
円
を
限
度
）
。
転
居
一
時
金
と
し
て

仲
介
手
数
料
、
保
証
料
な
ど
の
一
部
（
６
万
円
を
限
度
）

■
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
の
貸
し
付
け

　

高
齢
者
専
用
居
室
を
増
築
す
る
な
ど
の
場
合
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対 

象
…
次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
65
歳
以
上
の
親
族
で
あ

る
高
齢
の
方
と
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
方
あ

る
い
は
そ
の
高
齢
の
方
本
人
、
②
１
年
以
上
市
内
に
在

住
し
て
い
て
市
税
を
完
納
し
て
い
る
、
③
高
齢
者
専
用

居
室
等
の
増
築
が
必
要
で
自
力
で
整
備
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
、
④
貸
し
付
け
を
受
け
る
資
金
の
十
分
な
償

還
能
力
を
有
し
、
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
が
い
る

貸
付
金
額
…
2
0
0
万
円
ま
で
（
無
利
子
）

償
還
期
間
…
10
年
以
内

■
生
活
管
理
指
導
員
等
派
遣

　

日
常
生
活
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

対 

象
…
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
・
要
介
護
認
定
等
を

受
け
て
い
な
い
、
日
常
生
活
が
困
難
な
65
歳
以
上

経 

費
…
所
得
税
額
に
よ
り
異
な
る

利
用
回
数
…
週
1
回
1
時
間
以
内

■
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

　

施
設
へ
の
通
所
に
よ
り
、
創
作
・
趣
味
な
ど
の
生
き
が

い
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
利
用
施
設
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対 

象
…
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
・
要
介
護
認
定
等
を

受
け
て
い
な
い
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
65
歳
以
上

経 

費
…
1
日
6
0
0
円

利
用
回
数
…
週
1
回

■
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊

　

施
設
へ
の
短
期
宿
泊
に
よ
る
日
常
生
活
の
支
援
・
指
導

を
行
い
ま
す
。
利
用
施
設
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対 

象
…
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
、
家
族
が
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
不
在
の
場
合

に
1
人
で
生
活
す
る
こ
と
が
不
安
な
65
歳
以
上

経 

費
…
1
日
1
7
3
0
円

利
用
日
数
…
年
度
内
7
日

■
西
後
楽
会
館
の
利
用

　

大
広
間
、
娯
楽
室
、
浴
場
等
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

対 

象
…
60
歳
以
上

問 

い
合
わ
せ
…
同
館

L
2
3
2
‐
6
1
7
7

■
老
人
憩
い
の
家
の
利
用

　

無
料
で
談
話
室
等
を
利
用
で
き
ま
す
。

対 

象
…
60
歳
以
上

●  

小
ケ
谷
老
人
憩
い
の
家

L
2
4
5
‐
8
4
9
4

● 

高
階
北
老
人
憩
い
の
家

L
2
4
8
‐
6
5
6
5

● 

川
越
駅
東
口
老
人
憩
い
の
家

L
2
2
8
‐
7
7
1
7

そ
の
他
に
は

　
寝
具
丸
洗
い
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
、
金

婚
祝
い
記
念
品
贈
呈
、
長
寿
祝
い
金
支
給
、
救
急

情
報
キ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
各
内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
い
き

が
い
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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■
障
害
の
あ
る
方
の
手
帳
に
つ
い
て

　
障
害
者
手
帳
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
3
種
類
が
あ
り
、
手
帳
を
取
得
す
る
こ

と
で
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
時
に
必
要
な
書
類
は
、
各
手
帳
で

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
同
課
（
本
庁
舎

1
階
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
平
成
28
年
4
月
以
降
の
交
付
分
か
ら
身

体
障
害
者
手
帳
の
カ
バ
ー
が
紺
色
と
な

り
、
全
て
の
手
帳
カ
バ
ー
の
色
が
統
一
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
お
持
ち
の
手
帳
も
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
ま
す
が
、
手
帳
を
持
参
の

上
、
申
請
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
カ
バ
ー

と
引
き
換
え
が
で
き
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳

　
視
覚
、
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
・
言

語
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
不
自
由
、
内

部
（
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
・

直
腸
、
小
腸
、
免
疫
、
肝
臓
）
機
能
の
障

害
が
あ
り
、
そ
の
程
度
が
身
体
障
害
者
福

祉
法
施
行
規
則
別
表
に
該
当
す
る
方
が
、

市
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申 

請
時
に
必
要
な
主
な
書
類
…
指
定
医
師

が
記
載
し
た
市
指
定
の
診
断
書
等

＊
平
成
30
年
7
月
に
視
覚
障
害
の
認
定
基

準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
基
準
に
該

当
す
る
方
、
既
存
の
等
級
が
変
更
に
な
る

方
は
、
随
時
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
療
育
手
帳

　
知
的
障
害
が
発
達
期（
お
お
む
ね
18
歳
ま

で
）に
生
じ
た
方
で
、
市
に
申
請
後
、
川
越

児
童
相
談
所
等
で
一
定
以
上
の
知
的
障
害

が
認
め
ら
れ
た
方
が
、
県
か
ら
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
精
神
疾
患
（
そ
う
う
つ
病
・
統
合
失
調

症
等
）
で
、
一
定
以
上
の
精
神
障
害
が
認

め
ら
れ
て
い
て
、
長
期
に
わ
た
り
日
常
生

活
ま
た
は
社
会
生
活
上
の
制
約
が
あ
る
方

が
、
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
県
か
ら
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申 

請
時
に
必
要
な
書
類
…
精
神
保
健
指
定

医
等
が
記
載
し
た
指
定
の
診
断
書
、
ま

た
は
精
神
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
証
書

■
特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児
福
祉
手
当

　
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

請
時
に
必
要
な
書
類
は
障
害
の
種
別
等
で

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
が
指
定
し
た
様

式
に
よ
り
指
定
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
同
課
で
配
布
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
で
身
体
ま
た
は
精
神
の
重
度

障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
、
特
別

の
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
障
害
基

礎
年
金
1
級
程
度
の
障
害
が
重
複
す
る
か
、

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方
に
支
給
し

ま
す
。

＊
施
設
に
入
所
中
の
方
ま
た
は
3
か
月
を

超
え
て
入
院
中
の
方
は
、
手
当
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
…
月
額
2
万
7
2
0
0
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
①
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
の
一
部
・
2
級
の
一
部
の
方
、
②
療
育

手
帳
Ⓐ
相
当
の
方
、
③
精
神
障
害
・
血
液

疾
患
・
肝
臓
疾
患
な
ど
で
①
②
と
同
程
度

の
障
害
を
有
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

＊
施
設
に
入
所
中
の
方
は
手
当
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
…
月
額
1
万
4
7
9
0
円

■
在
宅
心
身
障
害
者
手
当

　
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
支

給
額
は
等
級
や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、同
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対 

象
…
市
内
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
1
～
3
級
・
療
育
手
帳
Ⓐ
～
Ｂ
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2
級

の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
て
い
る
方
で
、

手
当
の
対
象
と
な
る
等
級
の
手
帳
を
65

歳
未
満
で
取
得
し
た
方
ま
た
は
、
平
成

21
年
12
月
31
日
以
前
に
対
象
と
な
る
等

級
の
手
帳
を
取
得
し
た
方

＊
施
設
に
入
所
中
の
方
や
市
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

受
給
中
の
方
が
施
設
に
入
所
し
た
場
合

は
、
必
ず
同
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

持 

ち
物
…
各
障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・
本
人

名
義
の
預
貯
金
通
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認
書
類
（
通
知

カ
ー
ド
等
）
と
身
元
確
認
書
類
（
健
康
保

険
証
等
）

■
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
・
ガ
ソ
リ
ン
利
用
券

　
次
の
対
象
に
該
当
し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
利
用
ま
た
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
費
用
助
成

を
希
望
す
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・

車
検
証
（
ガ
ソ
リ
ン
利
用
券
希
望
の
方
の

み
）を
持
参
し
、
同
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
既
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

ま
た
は
、
ガ
ソ
リ
ン
利
用
券
の
登
録
が
済

ん
で
い
る
方
に
は
、
今
年
度
分
の
利
用
券

を
送
付
し
ま
し
た
。

対 

象
…
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
、
療

育
手
帳
Ⓐ
・
A
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
1
級
の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
て

い
る
方

障
害
者
福
祉
課

L
2
2
4
︲
5
7
8
5

O
2
2
5
︲
3
0
3
3

障
害
の
あ
る
方
の
手
帳
や
手
当
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難
病
患
者
の
方
に
、
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。
今
年
度
分
の
申
請
は
、

来
年
3
月
31
日
㈫
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。

＊
申
請
し
た
月
に
よ
り
、
支
給
期
日

が
異
な
り
ま
す
。

支
給
額
…
年
3
万
6
0
0
0
円

対 

象
…
市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、

申
請
時
に
有
効
期
限
内
の
指
定
難

病
医
療
受
給
者
証
（
埼
玉
県
発

行
）
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

（
埼
玉
県
発
行
）
、
指
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
（
埼
玉
県
発
行
）
、
川
越

市
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給

者
証
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

持 

ち
物
…
医
療
受
給
者
証
・
印
鑑
・

本
人
名
義
の
預
貯
金
通
帳

申 

請
場
所
…
障
害
者
福
祉
課
（
本
庁

舎
1
階
）
ま
た
は
健
康
管
理
課
（
総

合
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階
）

難
病
患
者
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す

障
害
者
福
祉
課

L
2
2
4
︲
5
7
8
5

O
2
2
5
︲
3
0
3
3

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
つ
職

員
が
連
携
し
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
の
方
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

対
象
…
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
そ
の
家
族

主
な
支
援

● 

高
齢
者
福
祉
・
介
護
予
防
・
認
知
症
・
高
齢
者
虐
待
・
成
年
後
見
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

● 

地
域
の
関
係
機
関
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

● 

要
支
援
1
・
2
と
認
定
さ
れ
た
方
や
、
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
方
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
調
整

●
介
護
保
険
の
申
請
代
行

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

L
2
2
4
︲
6
0
8
7

O
2
2
9
︲
4
3
8
2

高
齢
の
方
の
介
護
・
福
祉
な
ど
の
相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

セ
ン
タ
ー
名

所
在
地

電
話
番
号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ン
グ
ス
・
ガ
ー
デ
ン

石
原
町
一
丁
目
27
‐
7

L
2
9
9
‐
6
7
6
0

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
仙
波

小
仙
波
9
4
7
‐
1

L
2
2
7
‐
7
8
7
8

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
連
雀
町

連
雀
町
31
‐
2

L
2
2
9
‐
5
3
3
2

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
し
の

鴨
田
3
3
5
5
‐
1

L
2
9
8
‐
7
8
0
7

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
み
な
み
ふ
る
や

並
木
新
町
2
‐
5
　
桜
ビ
ル

L
2
3
5
‐
7
7
3
1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
た
か
し
な

砂
新
田
四
丁
目
1
‐
4

L
2
9
1
‐
6
0
0
3

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ

中
台
元
町
一
丁
目
16
‐
11

L
2
4
1
‐
3
6
7
6

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
い
と
う

南
台
二
丁
目
11
‐
４

L
2
4
9
‐
7
7
6
6

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
す
み

か
す
み
野
二
丁
目
1
‐
14

L
2
3
4
‐
8
1
8
1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
ぜ

吉
田
2
0
4
‐
2

L
2
3
9
‐
0
0
0
3

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
霞
ケ
関
北

的
場
2
1
0
1
‐
11

L
2
9
8
‐
6
2
2
1

市
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

生
活
福
祉
課

L
2
2
4
︲
5
7
8
4

O
2
2
4
︲
6
1
4
8

　

川
越
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の
支
援
員
が
寄
り
添
い
な
が
ら
、
生
活
で
困

っ
て
い
る
方
の
相
談
に
乗
り
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
他

の
専
門
機
関
と
連
携
し
て
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
金
（
家
計
）
や
仕
事
、
住
ま
い
の
こ
と
な
ど
で
お
困
り
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
予

防
策
を
講
じ
、
そ
の
状
況
が
複
雑
・
深
刻
に
な
る
前
に
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
左
記
の
項
目
に
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
同
セ
ン
タ
ー
L
2
2
7
‐

9
2
8
3
O
2
2
7
‐
3
9
3
7
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

□
収
入
が
な
い

□
も
ら
っ
て
い
る
年
金
で
は
生
活
が
苦
し
い

□
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い

□
仕
事
が
続
か
な
い

□
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な
い

□
就
職
活
動
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

□
病
気
や
障
害
、
育
児
・
介
護
で
働
け
な
い

□
税
金
や
家
賃
、
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
代
が
払
え
な
い

□
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
の
支
払
い
が
大
変

□
今
の
住
居
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

□ 

資
産
（
家
・
生
命
保
険
な
ど
）
は
あ
る
が
生
活
費
（
現
金
）

が
な
い

□
家
計
を
見
直
し
た
い

□ 

子
ど
も
に
勉
強
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
が
金
銭
的
に
余
裕

が
な
い

□
家
族
が
引
き
こ
も
っ
て
い
る

□ 

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い

市役所

やまぶき会館やまぶき会館

中央

図書館

中央

図書館

自立相談

支援センター

自立相談

支援センター

川
越
郵
便
局

川
越
郵
便
局

至
札
の
辻

至
札
の
辻

所 

在
地
…
郭
町
一
丁
目
2
‐

2 

オ
ー
ク
2
H
2
ビ
ル

1
階

開 

設
日
時
…
月
～
金
曜
日

（
祝
・
休
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
、
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
15
分

東京2020大会
川越でゴルフ!!

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
室

L
2
2
4
︲
6
3
1
5

O
2
2
4
︲
8
7
1
2

東
京
2
0
2
0

　

い
よ
い
よ
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
ま
で
5
0
0
日
を
切

り
ま
し
た
！　

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
機
会
も
増
え
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
競
技

の
一
つ
、
ゴ
ル
フ
は
、
市
内
の
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶く

楽ら

部ぶ

が
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
東
京

2
0
2
0
大
会
を
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
同
大
会
に
関
す
る
お
知
ら
せ
や
市
の
取
り
組

み
、
ゴ
ル
フ
や
国
際
交
流
に
関
す
る
記
事
な
ど
を
定
期

的
に
お
届
け
し
ま
す
。

「
ミ
ラ
イ
ト
ワ
」
の
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
設
置
し
ま
し
た

　

２
月
17
日
、
ゴ
ル
フ
競
技
会
場
の
最
寄
り
駅
と
な
る

笠
幡
駅
に
新
し
く
開
設

さ
れ
た
駅
前
広
場
に
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ス
コ

ッ
ト
「
ミ
ラ
イ
ト
ワ
」

の
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

川
越
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
、
市
内
の
商
店
街
に
バ

ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
飾
り
付
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

ミライトワ
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜

●平成31年度川越市交通安全重点目標　防犯・交通安全課L224－5721O224－6705
　川越市交通安全推進協議会では、毎年、市の交通実情に即した重点目標を設定しています。今年度の重点目標は、「高齢者の
自転車乗用中の交通事故防止」です。自転車乗用中の交通ルール等を再確認し、譲り合いの気持ちを持って、交通事故を防止し
ましょう。
●4月23日㈫、コンビニ交付サービスを休止します　市民課L224－5744O225－5371
　改元によるシステム改修に伴い、印鑑証明・住民票のコンビニ交付サービスを休止します。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
●5月1日㈷、自動交付機を休止します　市民課L224－5744O225－5371
　機器の更新作業に伴い、本庁舎１階ロビー・南連絡所に設置してある印鑑証明・住民票の自動交付機を休止します。ご迷惑を
お掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
●「家庭ごみの分け方・出し方」の配布について　資源循環推進課L239－6267O239－5054
　「2019年度 家庭ごみの分け方・出し方」を3月10日発行の広報川越№1434と同時期に配布しました。お手元にない場合は
同課までお問い合わせください。
●「健康づくりスケジュール」の配布について　健康管理課L229－4126O225－2817
　「2019年度版 健康づくりスケジュール」を3月25日発行の広報川越№1435と同時期に配布しました。お手元にない場合は
同課までお問い合わせください。
●「2019年度版 健康づくりスケジュール」の訂正　健康管理課L229－4126O225－2817
　17ページ・四種混合の接種間隔
　誤＝1期初回終了後、7か月以上　正＝1期初回終了後、６か月以上　ご迷惑をお掛けしました。

地
区
計
画
、
ご
存
じ
で
す
か

都
市
計
画
課

L
2
2
4
︲
5
9
4
5

O
2
2
5
︲
9
8
0
0

　

住
み
よ
い
環
境
の
整
備
や
豊
か
な
自
然
の
保
全
な

ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
内
の
一
部
の
地
域
で
は
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
地
区
計
画
っ
て
何
？

　
生
活
に
身
近
な
地
区
を
単
位
と
し
て
、
建
築
物
の
建

て
方
や
用
途
な
ど
に
つ
い
て
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
制
度
で
す
。
地
区
計
画
の
決
定
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
左
表

の
17
地
区
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ど
ん
な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
？

　
地
区
計
画
で
は
、
そ
の
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
建
築
物
の
用

途
の
制
限
、
建
築
物
の
最
高
高
さ
や
最
低
敷
地
面
積
、

壁
面
の
位
置
、
垣
・
柵
の
構
造
制
限
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
反
映
し
、
よ
り

地
区
の
実
情
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
地
区
計
画
の
ル
ー
ル
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

■
工
事
着
手
30
日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す
！

　
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
内
で
、
建
築

物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
や
工

作
物
の
新
築
・
増
築
な
ど
の
工

事
を
行
う
と
き
は
、
工
事
着
手

の
30
日
前
ま
で
に
同
課（
本
庁
舎

5
階
）へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
地
区
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
は
、

建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
小
規

模
な
増
築
、
垣
・
柵
の
設
置
、

物
置
・
車
庫
の
設
置
な
ど
で
も

届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

＊
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い

る
地
区
、
ル
ー
ル
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
同
課
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

地区計画を定めている地区

地区名 位置

川鶴笠幡地区 川鶴2丁目・3丁目の各一部
川越笠幡水久保地区 大字笠幡字水久保地内

霞ケ関地区 伊勢原町1丁目～5丁目の全部、的場新
町の一部

南古谷駅西地区 泉町の全部、大字大中居字西の一部、
大字南田島字堤外の一部

四都野台地区 四都野台の全部
上戸新町地区 上戸新町の全部
藤木地区 藤木町の一部

笠幡東前原地区 大字笠幡字東前原の一部、大字的場字
鉄砲場の一部

大塚新田南大塚地区 大塚新町の一部
川越駅西口地区 新宿町1丁目の一部、旭町1丁目の一部
鴨田地区 大字鴨田の一部、芳野台3丁目の全部
西部地域振興ふれあい
拠点地区 新宿町1丁目の一部

新河岸駅周辺地区 大字扇河岸・大字砂・大字砂新田の各
一部

東田町地区 東田町の一部

本川越駅西口周辺地区 中原町2丁目の一部、新富町1丁目・2
丁目の一部

霞ケ関駅北口周辺地区 大字的場の一部
増形地区 大字増形の一部
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　市が保有する土地を「公募抽選」で売ります。
　詳しくは、同課（本庁舎4階）で配布する応募要領
をご確認ください。応募要領は、市ホームページか
らもダウンロードできます。
　また、応募要領の郵送を希望する方は同課までご
連絡ください。
申 し込み…5月13日㈪～31日㈮（必着）に郵送（簡易

書留）または直接同課（郵送の場合は〒350－
8601川越市役所管財課）

公開抽選

日時…6月25日㈫午前10時
会場…南公民館

市有地を売ります

管財課L224－5633

O225－2895

№ 所在地 面積 価格

1 脇田新町10番40 156.86㎡ 23,215,280円

2 脇田新町10番41 128.00㎡ 21,120,000円

3 脇田新町10番43 150.01㎡ 19,951,330円

4 脇田新町10番44 143.23㎡ 21,341,270円

5 脇田新町10番45 143.23㎡ 21,341,270円

6 脇田新町10番46 153.11㎡ 21,588,510円

7 脇田新町10番47 146.13㎡ 25,280,490円

8 脇田新町10番48 146.13㎡ 23,526,930円

9 脇田新町10番49 146.13㎡ 24,111,450円

10 脇田新町10番50 128.04㎡ 21,126,600円

11 脇田新町10番51 128.03㎡ 20,484,800円

12 脇田新町10番52 128.04㎡ 20,486,400円

13 脇田新町10番53 128.02㎡ 22,019,440円

物件の詳細

物件所在地

（全13区画）

国
道
16
号

西
武
新
宿
線

脇田新町
保育園

脇田新町
交差点
脇田新町
交差点

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
を
変
更
し
ま
し
た

防
犯
・
交
通
安
全
課

L
2
2
4
︲
5
7
2
1

O
2
2
4
︲
6
7
0
5

　
４
月
１
日
か
ら
、
新
河
岸
駅
周
辺
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

　
新
河
岸
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
東
西
に
延
び
る
駅

前
通
り
線
沿
い
が
同
区
域
に
加
え
ら
れ
た
ほ
か
、

南
側
の
住
宅
地
の
一
部
に
お
い
て
は
、
同
区
域
の

指
定
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
（
下
図
）
。

　
同
区
域
内
の
歩
行
者
道
路
や
車
道
に
放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
車
に
は
警
告
札
を
貼
り
、
直
ち
に
移

動
し
な
い
場
合
は
即
時
撤
去
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
美
し
く
安
全
な
駅
前
道
路
と
な
る
よ
う
、
自
転

車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
自
転
車
駐
車
場
な
ど
、

決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
車
す
る
よ
う
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

新河岸駅周辺自転車
放置禁止区域

新河岸駅周辺自転車
放置禁止区域

新たに自転車
放置禁止とな
った区域

高階小学校高階小学校 自転車放置禁止区域
を解除した区域

新
河
岸
駅

新河岸駅周辺自転車放置禁止区域図

新たに自転車
放置禁止とな
った区域



教
育
部
参
事
兼
学
校
管
理
課
長
＝
梶

田
英
司

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長
…
監
査
委
員
事
務
局
長
＝

佐
藤
喜
幸

退
職
者
（
部
長
級
・ 

3
月
31
日
付
け
）

総
合
政
策
部
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
担

当
部
長
＝
前
島
和
行
▼
総
務
部
長
＝

早
川
茂
▼
財
政
部
長
＝
荘
博
彰
▼
学

校
教
育
部
長
＝
福
島
正
美

消
防
局

次
長
等
…
消
防
局
参
事
＝
橋
本
丈
夫

▼
川
越
西
消
防
署
長
＝
程
島
秀
二
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市
長
部
局

部
長
等
…
総
合
政
策
部
長
＝
福
原
浩

■
教
育
委
員
会
教
育
長

　
4
月
１
日
付
け
で
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
文
化
財
保
護
な
ど

教
育
に
関
す
る
事
務
を
執
行
す
る
教
育
委
員
会
の
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
教
育
長
を
任
命
し
ま
し
た
。

　
新し

ん

保ぽ

正ま
さ

俊と
し

（
63
歳
・
神
明
町
）

行
政
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）職

員
課

L
2
2
4
︲
5
5
5
3

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

人
事
発
令
（
4
月
1
日
付
け
）

消
防
局
総
務
課

L
2
2
2
︲
0
7
4
1

O
2
2
6
︲
7
2
9
1

課
長
職
以
上
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人
事
発
令
（
4
月
1
日
付
け
）

職
員
課

L
2
2
4
︲
5
5
5
3

O
2
2
5
︲
2
8
9
5

■
教
育
委
員
会
委
員

　
4
月
１
日
付
け
で
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
文
化
財
保
護
な
ど

教
育
に
関
す
る
事
務
を
執
行
す
る
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任
命
し

ま
し
た
。

　
嶋し

ま

野の

道み
ち

弘ひ
ろ

（
73
歳
・
東
田
町
）

▼
総
合
政
策
部
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

担
当
部
長
＝
岡
部
実
▼
総
務
部
長
＝

野
口
昭
彦
▼
財
政
部
長
＝
井
上
秀
典

▼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
＝
田
中
三
喜

雄
▼
保
健
医
療
部
長
＝
神
田
宏
次
▼

産
業
観
光
部
長
＝
井
上
敏
秀

副
部
長
等
…
副
危
機
管
理
監
＝
市
ノ

川
千
明
▼
総
務
部
参
事
兼
情
報
統
計

課
長
＝
小
谷
聖
一
▼
財
政
部
副
部
長

兼
管
財
課
長
＝
内
田
真
▼
市
民
部
参

事
兼
地
域
づ
く
り
推
進
課
名
細
市
民

セ
ン
タ
ー
所
長
＝
長
谷
正
昭
▼
福
祉

部
副
部
長
兼
福
祉
推
進
課
長
＝
土
屋

正
裕
▼
福
祉
部
参
事
兼
指
導
監
査
課

長
＝
新
井
郁
江
▼
福
祉
部
参
事
兼
介

護
保
険
課
長
＝
奥
富
和
也
▼
こ
ど
も

未
来
部
副
部
長
兼
こ
ど
も
家
庭
課
長

＝
渡
邉
靖
雄
▼
産
業
観
光
部
副
部
長

兼
産
業
振
興
課
長
＝
粟
生
田
晃
一
▼

都
市
計
画
部
参
事
兼
公
園
整
備
課
長

＝
大
成
一
門
▼
建
設
部
参
事
兼
建
設

管
理
課
長
＝
山
崎
悟
▼
建
設
部
参
事

兼
建
築
住
宅
課
長
＝
落
合
福
寿

議
会
事
務
局

副
事
務
局
長
…
議
会
事
務
局
副
事
務

局
長
兼
議
事
課
長
＝
中
里
良
明

教
育
委
員
会
部
局

部
長
等
…
学
校
教
育
部
長
＝
中
野
浩

義副
部
長
等
…
学
校
教
育
部
副
部
長
兼

教
育
指
導
課
長
＝
内
野
博
紀
▼
学
校
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Ｚ
ひと

　まち ふぉとニュース Ｚ
ひと

　まち

災いを防ぐ、芳
ほう

地
じ

戸
ど

のふせぎ
　3月21日、市指定無形

民俗文化財「芳地戸のふ

せぎ」が行われました。

1721年に疫病が流行し

たことから始まったと伝

えられ、約300年近い歴

史があります。当日は、

午前中に尾崎神社（笠幡）

でみこしと辻札を作り、

午後から神社を出発し、地区内を回ります。

　子どもから大人まで約40人が集まり、触れ太鼓

を先頭に辻札を持った子どもたちが後に続きます。

約2時間30分かけて地区内を回りました。辻札は、

翌年のふせぎ

が行われるま

で、災いが入

ってこないよ

うに地区の境

に立てられま

す。 子どもたちが手にしているのが辻札です子どもたちが手にしているのが辻札です

触れ太鼓を運ぶ子どもたち触れ太鼓を運ぶ子どもたち

ラッピング車両が登場
　東武東上線に

ラッピング車両

「池袋・川越ア

ートトレイン」

が 登 場 し ま し

た。同車両は、

10両 編 成 の 車

両ごとに、時の鐘や菓子屋横丁、川越まつりなど、

川越をテーマにした日本画が彩り鮮やかに描かれて

います。池袋駅から小川町駅の間を走り、通常の種

別のほか、池袋駅から川越駅間を最速26分で結ぶ

特急料金不要の新種別「川越特急」としても運行さ

れています。

　ラッピング車

両は1編成のみ

の珍しい車両で

す。どんな絵が

描かれているか

は、見てのお楽

しみです。

上り方面の先頭車両。時の鐘のイラストが

描かれています

上り方面の先頭車両。時の鐘のイラストが

描かれています

2号車　あい鯛みくじ2号車　あい鯛みくじ

県道川越北環状線が全線開通しました！

　市街地を迂回するための

環状道路として整備を進め

てきた県道川越北環状線。

未開通区間である今成2丁

目交差点から小室交差点の

整備が完成し、3月24日に

全線開通しました。

　開通当日、記念式典と記

念行事が開催され、今成小学校吹奏楽部による演奏やくす玉開披、

祝賀パレードなどが行われました。祝賀パレードは、川越女子高校

吹奏楽部による演奏の中、県警白バイ隊の先導で行われました。ま

た、今成囃
はや

子
し

連に

よる囃子の実演や

県立川越高校応援

団による演技など

が行われ、地域の

皆さんで開通を祝

いました。
左からときも・コバトン・

さいたまっち

左からときも・コバトン・

さいたまっち

県警白バイ隊が車両を先導県警白バイ隊が車両を先導

テープカットでは多くの皆さんが集まりましたテープカットでは多くの皆さんが集まりました

今成小学校吹奏楽部が演奏を披露今成小学校吹奏楽部が演奏を披露

多くの人の声援を受けながら祝賀パレード多くの人の声援を受けながら祝賀パレード開通した県道川越北環状線開通した県道川越北環状線
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ひ
と 

ま
ち

コ
ラ
ム

　昨年、白河市と棚倉町から桜をいただきまし
た。
　白河市は、川越藩火縄銃鉄砲隊保存会代表・
寺
てら

田
だ

勝
かつ

廣
ひろ

さん（小江戸川越観光親善大使）が、毎
年同市の桜まつりで鉄砲隊の演武を披露してい
る関係で川越とつながりがあり、最近は桜まつ
りに私も毎年招待されています。他の公務と重
なってしまうことが多く、行く機会がなかった
のですが、3年ほど前に初めて同市の桜まつり
にお邪魔しました。
　桜まつりの会場となる白河小峰城は、東日本
大震災で石垣が大きく崩れ、平成24年春に家
内とお城に行ったときは崩れた石垣がそのまま
の状態で本丸に上る道も通行止めとなっていま
したが、桜まつりに行ったときには、石垣もか
なり修復が進んでいました。かみしもをつけ、
本丸の櫓

やぐら

を見上げる広場の来賓席で床
しょう

几
ぎ

に座っ
て見た川越藩火縄銃鉄砲隊保存会の演武は、素
晴らしい光景で忘れられません。同市からの桜
は、お城に由来するということで、川越城の城

郭の中である初雁公園の一角に植えました。
　棚倉町からは、昨年11月に、日本三大桜に
数えられる三

み

春
はる

滝
たき

桜
ざくら

の子孫木など40本の桜の
苗木をいただきました。同町は、言うまでもな
く川越市にとって最初の姉妹友好都市で、47
年以上にわたって交流のある町です。私も既に
何度もお邪魔していますが、他の公務が重なっ
て春祭り（十万石棚倉城まつり）には行ったこと
がありませんでした。
　昨春は、十万石棚倉城まつりに毎年参加して
いる川越藩行列保存会会長の金

かね

子
こ

正
まさ

之
ゆき

さん（小
江戸川越観光親善大使）のお誘いもあり、初め
て十万石棚倉城まつりにお邪魔しました。その
際、同町の鈴

すず

木
き

敏
とし

光
みつ

副町長から「自宅の枝垂れ
桜が満開で見頃だから」と誘われ、素晴らしい
枝垂れ桜を見せていただきました。川越市に
も、この素晴らしい枝垂れ桜を植えたいと思い
を伝えたところ、同じ種類の苗木を川越市に下
さるという話がまとまったものです。同町にあ
る東北地方で最高位の格式を持つ陸

みち

奥
のく

一
いちの

宮
みや

馬
ば

場
ば

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神社の枝垂れ桜の種子から育てた
苗木だそうです。同町からの桜は、寿町学校
給食センター跡地にこの春開設した川越市児童
発達支援センターと、霞ケ関西公民館、資源化
センター、なぐわし公園などに植えてあります。
　いずれの桜も大きく育ち、たくさんの花をつ
けて市民の皆様を喜ばせてくれるのが楽しみ
です。

85　白河市の桜、棚倉町の桜

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
食
品
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」

の
削
減
は
、
世
界
的
な
課
題
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
平
成
27
年
度
の
推
計
値
で

年
間
約
6
4
6
万
ｔ
も
の
食
品
ロ
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
全
体

の
食
糧
援
助
量
約
3
2
0
万
ｔ
の
お
よ

そ
2
倍
に
相
当
し
ま
す
。

　

国
内
で
発
生
し
た
6
4
6
万
ｔ
の
う

ち
、
一
般
家
庭
か
ら
発
生
す
る
食
品
ロ
ス

の
量
は
、
約
2
8
9
万
ｔ
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
へ

の
取
り
組
み
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
外
食
時
や
弁
当
な
ど

の
注
文
の
際
に
、
食
べ
切
れ
る
分
だ
け
を

注
文
す
る
こ
と
や
、
買
い
物
を
す
る
と
き

に
は
、
冷
蔵
庫
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
必

要
な
物
だ
け
を
購
入
す
る
よ
う
に
心
掛
け

る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

資
源
循
環
推
進
課

L
2
3
9
︲
6
2
6
7

O
2
3
9
︲
5
0
5
4



川川
越越
時時
間間
旅旅
行行

　　

川川
越越
時時
間間
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行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行

　　
８８５５８８５５８８５５

川
越
時
間
旅
行

　
85

市
立
博
物
館

L
2
2
2
︲
5
3
9
9

山さ
ん

王の
う

塚づ
か

古
墳
　
‐
上
円
下
方
墳
の
謎
に
迫
る
‐

　「冬に育った
コマツナは、甘
みが増しておい
しくなります」

と話すのは、川越でコマツナを栽培して40年に
なる長

なが

澤
さわ

一
かず

雄
お

さん（鴨田）。コマツナは、優れた栄
養野菜であり、あくが少ないため漬物やおひたし、
炒め物など幅広い料理で楽しむことができます。
　「コマツナを栽培する上で一番のこだわりは、
種をまく前の土作りです」と長澤さん。もみ殻が
入った堆肥と有機肥料を土にすき込むことで、栄
養を含んだ柔らかい土になります。また、乾燥す
る時期は、特に水やりを小まめにすることで、コ
マツナの成長に欠かせない水分を補っているそう

です。
　コマツナは一年を
通して栽培できます
が、春先に店頭へ並
ぶ物は、冬の寒い時期に栄養や水分を吸収しなが
ら時間をかけてゆっくり育ったため、うまみが凝
縮されています。また、霜が降りることで葉肉に
より一層甘みが増し、さらにおいしくなります。
長澤さんの育てた甘くて栄養たっぷりのコマツナ
は、あぐれっしゅ川越、伊佐沼農産物直売所で購
入することができます。

コマツナ

農政課L224－5939

61

コマツナ、トマト、キュウリ、ホウレンソウ、イチゴ、菜の花、

カブ、ブロッコリー、ネギ、ゴボウ、ダイコン、レタス

この時期に市内の直売所などで購入できる主な川越産野菜

■発行日／平成31年4月10日（毎月10日・25日発行）
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古
墳
は
全
国
に
約

16
万
基
存
在
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
古
墳
時

代
終
末
期
で
あ
る
７

世
紀
に
登
場
し
、
10

基
程
度
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
希
少
な
形
の
古
墳
が
あ

り
ま
す
。
四
角
い
段
に
丸
い
墳
丘
が
乗
っ
た
形
の
「
上
円

下
方
墳
」
で
す
。

　
大
東
地
区
に
は
、
日
本
最
大
級
の
上
円
下
方
墳
で
あ
る

市
指
定
史
跡
・
山
王
塚
古
墳
が
あ
り
、
国
の
史
跡
指
定
を

目
指
し
た
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
博
物
館
で
開
催
中
の
企
画
展
「
山
王
塚
古
墳
‐

上
円
下
方
墳
の
謎
に
迫
る
‐
」
で
は
、
近
年
の
調
査
で
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
山
王
塚
古
墳
の
出
土
資
料

を
は
じ
め
、
同
じ
上
円
下
方
墳
で
あ
る
武む

さ

し蔵
府ふ

中
ち
ゅ
う

熊く
ま

野の

神
社
古
墳
（
東
京
都
府
中
市
）
や
天て

ん

文も
ん

台だ
い

構こ
う

内な
い

古
墳
（
三
鷹

市
）
な
ど
、
同
時
期
に
造
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
古
墳
と
の

比
較
や
時
代
背
景
な
ど
の
分

析
を
通
じ
て
、
上
円
下
方
墳

の
謎
に
迫
り
ま
す
。

　
未
来
へ
守
り
伝
え
て
い
く

べ
き
貴
重
な
古
墳
を
知
る
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
同
展
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間
…
5
月
12
日
㈰
ま
で
　

経
費
…
入
館
料
2
0
0
円

発掘された須恵器長頸壷発掘された須恵器長頸壷

石室羨道石室羨道

編
集
後
記

編
集
後
記

 

ど
ん
ぐ
り

今
回
の
表
紙
は
、
3
月
18

日
に
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ

ー
倶く

楽ら

部ぶ

で
開
催
さ
れ
た
「
東
京

2
0
2
0
大
会
ゴ
ル
フ
競
技
開

催
5
0
0
日
前
イ
ベ
ン
ト
」
の

様
子
で
す
。

青
空
の
下
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、
世
界
中
の
選
手
た

ち
が
実
際
に
プ
レ
ー
す
る
コ
ー
ス

を
見
学
し
た
り
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ

ー
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、
ゴ
ル
フ
観
戦
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。
P
R

コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く

の
方
が
足
を
止
め
、
写
真
や
映
像

な
ど
、
同
倶
楽
部
の
歴
史
や
ゴ
ル

フ
競
技
の
概
要
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
様
子
で
し
た
。
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競
技
大
会
開
催
ま
で
5
0
0
日

を
切
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

2020年に向かって
ナイスショット！
2020年に向かって
ナイスショット！


